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1 はじめに

近年、協調的な翻訳が翻訳現場の主流になりつつあ

る (O’Hagan, 2011)。また、協調的な環境での翻訳教育
は学習効果を増すと言われている (Kiraly, 2000)。従っ
て、翻訳教育において協調的な翻訳を前提とすること

が重要であり、有用である。

ボランティア翻訳などでは協調は SNS等を介して
行われるが、翻訳支援機能は提供されていない。プロ

の翻訳環境では翻訳支援ツールが協調翻訳の機能を強

化してきているが、こうした翻訳支援ツールを翻訳教

育に利用することは、価格やライセンス、機能等の面

で必ずしも容易／十分ではない。そのため、翻訳教育

に適したシステムが望まれる。

翻訳教育の観点からは、もう一つ、適切なシステム

が望まれる重要な理由がある。翻訳の授業において、

素材の選択、学生の訳と修正及び修正理由の説明など

は、毎年繰り返し行われるものであるが、そうしたデー

タの蓄積と共有は進んでいない。システム上で翻訳行

動のログをアーカイヴ化することで、翻訳知をデータ

に反映されたかたちで共有し活用することが可能にな

る。このようなデータは言語処理技術の向上にも資す

ることが見込まれる。

こうした背景から、我々は翻訳教育向け協調翻訳シ

ステム「翻訳教育用みんなの翻訳」（以下 MNH-TT）
を開発している。概念と仕様の一部は既にいくつかの

場で発表しているが (Babych et al., 2012; Babych et al.,
2012; Hartley et al., 2013)、試験公開準備が進んだた
め、システムの実装と機能、公開に関連する要件等を

中心に紹介する。

2 基本的な考え方

2.1 翻訳プロセス

日本語で翻訳の技術を解説する書物は、与えられた

起点言語の表現をどう訳すかという、狭義の翻訳を論

ずるものが多い1。けれども、特に翻訳の大部分を占

める産業翻訳では、翻訳プロセスは受注から担当の

割当て、用語統制、翻訳、修正、レビュー、検証と納

品、データ管理等を含むもので、共同で担われる (EU,
2006)。翻訳プロセスの基本単位は、このプロセスを
カバーする「プロジェクト」であり、そこに複数の人

が参加する。扱われる文書も複数に及ぶことが普通で

ある。

2.2 翻訳知

協調的翻訳のプロセスで特に重要となる「翻訳知」

としては、以下がある。

1. 翻訳プロセスで発生する対話／やり取りに反映さ
れる知識。

2. 目標言語文書作成の中で行われる辞書引き等の情
報参照に反映される知識。

3. 目標言語文書の作成プロセスで加えられる修正に
反映される知識。

この他に、翻訳プロセス全体を考えると、プロジェク

ト管理等をめぐる知識も重要となる。この知識を翻訳

知の一つと考えることができるかどうかは判断の分か

れるところであろうが、我々のシステムではプロジェ

クト定義の記録も蓄積される。

翻訳研究の領域では、近年、目の動きやキータイピ

ングのログ、プロトコル分析を使うなど、人間の翻訳

行動や認知プロセスを追う、いわゆる「翻訳プロセス

研究」（Translation Process Research）が盛んになって
いるが (Alves et al., 2012; Carl, 2012; O’Brien, 2011)、
MNH-TTで蓄積する「翻訳知」は、個々の翻訳者の認
知プロセスから翻訳時における人間の認知プロセスへ

と向かうタイプのものではなく、むしろ翻訳テキスト

とそれに対する操作という外在化された知識の記述へ

と向かうタイプのものとして捉えられるものであり、

1例えば安西 (1995)。光藤&田辺 (2008)は優れたテキストだが、
それでも翻訳プロセス全体に費やされる紙幅は少ない。
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図 1. MNH-TTプロジェクト一覧表示

もちろん、翻訳者の知識が一様ではない点は考慮され

なくてはならないものの、テキストやタスクに帰属し、

最終的にはそれらの一般化に応じて一般化されるよう

なものである。

2.3 足場の提供

翻訳プロセスで発生する行動や判断については、適

切な制約を設けてユーザの足場とすることが教育上

有用である (Babych et al., 2012; Hartley et al., 2013)。
我々は、翻訳に関連する先行研究を参照し、プロジェ

クト参加者の役割とタスク、対話のタイプ、修正の際

に用いられる誤りカテゴリーを設定している。これ

はまた、翻訳知をデータに反映させ、利用可能なかた

ちでアーカイヴ化するためにも重要である。具体的な

カテゴリーは既に報じているが (Babych et al., 2012;
Babych et al., 2012)、3節で簡単に紹介する。

3 MNH-TTシステムの概要

システムはオンラインで提供され2、ユーザはブラ

ウザ経由でシステムを利用する。

3.1 ユーザ

ユーザは、操作権限の順に、システム管理者、組織

管理者、インストラクタ、学習者に分かれる。翻訳教

育に関わる組織は、利用の際、組織管理者から組織管

理者アカウントを取得する。組織管理者はインストラ

クタと学習者のアカウントを発行でき、インストラク

タは学習者のアカウントを発行できる。組織に属する

ユーザをその組織のメンバと呼ぶ。

3.2 プロジェクト

プロジェクトは翻訳教育の基本ユニットであり3、機

能はプロジェクトに集約される。各プロジェクトはプ

ロジェクト説明、参加者、文書、用語集、翻訳メモリ、

2現在 http://edu.ecom.trans-aid.jpで試験運用されて
いる。ベーシック認証をかけてある。

3文書が基本ユニットでないことに注意。

役割 リクエスタ、プロジェクトマネージャ、リサー
チャ、ターミノロジスト、翻訳者、修正者、レ
ビュア、校正者、TMマネージャ、MTマネー
ジャ、MT事前編集者、MT事後編集者

タスク 概要作成、承認、作業選択、役割割当、文書登
録、時間指定、スケジュール管理、最終成果物
前チェック、用語抽出、用語翻訳、用語検証、
用語集構築、翻訳調査、翻訳、修正、レビュー、
校正、TM選択、TM更新、MT事前編集、MT
翻訳、MT事後編集、MT更新

対話タイプ [情報]（リクエスト、支持、代案）、[維持]（確
認／感謝、動機付け、明確化、仲介／調整）、
[状況]（確認、報告）、[役割]（リクエスト、申
し出、辞退、受入）

表 1. 役割・タスク・対話タイプのカテゴリ

ワークフロー管理、掲示板から構成される。インスト

ラクタ以上のユーザはプロジェクトを定義できる。図

1に、組織管理者がプロジェクト一覧を表示している
画面を示す。

参加者と役割 プロジェクト管理者が参加者を登録す

る。参加者は管理者が所属する組織のメンバが基本と

なるが組織横断的なプロジェクトの定義と運用もでき

る。管理者は、参加者の役割を指定する（管理者役割

を通して参加者が翻訳プロジェクト管理を学習するこ

ともできる）。

文書と参照資源 プロジェクトには複数の文書、用語

集、翻訳メモリを登録することができる。用語集の他

にシステムは英日・日英・日独・英中・中英・日中・

中日・日韓につき基本対訳辞書を提供しており、プロ

ジェクト毎に利用するかどうかを選択できる。言語対

によってはMTも利用できる。
ワークフローとタスク プロジェクト実行にあたり、

管理者はタスクとスケジュールからなるワークフロー

を定義する。役割割当や文書登録等の上流工程までを

プロジェクトのタスクに含めることもできるし、翻訳

と修正といった狭義の翻訳タスクからなる部分プロセ

スのみからなるプロジェクトを定義することもできる。
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[内容]（原文内容の欠落、原文にない訳の付加原文の歪曲、
起点言語の侵蝕、目標言語の侵蝕、曖昧さ未解消）、[語]
（不適切／一貫しない訳語、不自然な連語）、[文法]（構文
誤り、前置詞や助詞の誤り、活用や一致の誤り、綴り誤り・
誤変換、句読法誤り）、[テキスト]（原文レジスタからの逸
脱、訳文レジスタ違反の用語や表現、不自然なスタイル、
結束性違反）

表 2. 誤りタイプ

掲示板 掲示板はプロジェクト毎に一つ作成される。

翻訳プロジェクトにおける対話を導く足場として対話

タイプが定義されており、掲示板への投稿時には、対

話タイプを指定することが求められる。

表 1に、参加者の役割、プロジェクトのタスク、対
話のタイプを示す。

3.3 エディタ

文書の翻訳は、柔軟な辞書引きとウェブ検索機能を

備えた翻訳支援エディタ QRedit(Abekawa & Kageura,
2007) に、添削モードと比較モードを追加した拡張
QRedit で行われる。添削モードでは、修正者は、訳
文に対して修正範囲、誤りタイプ、修正後の訳を指定

する。誤りタイプはMeLLange(Secară, 2005)に基づき
一部修正を加えたものである（表 2）。比較モードで
は、訳文のバージョンを指定し、修正による差分と修

正理由を原文を参照しながら比較検討することができ

る。図 2にエディタ上で修正者が訳文修正を行ってい
る画面を示す。

4 翻訳知のアーカイヴ化

4.1 翻訳知ログ

MNH-TTでは、2.2にあげた 3種類の翻訳知に対応
する翻訳行動ログを取得し、データベース化する。各

翻訳知に対応した基本的なログ取得要素は、プロジェ

クト、タイムスタンプ、ユーザ・役割、タスクといっ

た共通要素の他に、次のようなものがある。

1. 翻訳プロセスで発生する対話／やり取りに反映
される知識：トリガテキスト要素、相手、対話タ

イプ。

2. 目標言語文書作成の中で行われる辞書引き等の情
報参照に反映される知識：文書、対象テキスト要

素と属性、参照情報タイプ、参照項目。

3. 目標言語文書の作成プロセスで加えられる修正に
反映される知識：文書、対象テキスト要素、初期

訳文、修正訳文 1、・・・、誤りタイプ、修正理由。

2.2で述べたように、このようなログの集積として外
在的にアーカイヴ化された翻訳知は、人間の翻訳プロ

セスをモデル化するものとしてではなく、翻訳におけ

る言語表現と関与情報の一般的な操作に関する情報を

記録したものと位置づけられる。従って、MNH-TTが
構築する外在化された「翻訳知」のアーカイヴは、言

語処理を活用した翻訳支援メカニズムの開発や改善と

も親和性が高い。

4.2 統計と可視化

それとは別に、MNH-TTでは、取得されたログの統
計情報を提供することで、翻訳教育の場で参加者が翻

訳プロセスや翻訳行動を改善するために活用できるよ

うになっている。対話の記録、辞書引きのログ、修正

のログは、プロジェクト、利用者、役割、タスク、文書

に対して集計できるようになっており、学習者やプロ

ジェクトの診断に活用できるようになっている。また、

これら統計情報とプロセスを視覚的に表示する機能も

備えている。蓄積されたデータは、経年的に活用する

こともでき、データ公開をめぐる権利関係やプライバ

シーの側面をクリアすれば、相互に参照することもで

きるので、翻訳教育の診断に資するところは大きい。

5 利用に向けた準備

MNH-TTは共同翻訳を視野に入れ、産業翻訳に従
事することも想定して翻訳教育／学習を、定義してい

るため、基本ユニットである「プロジェクト」では、

与えられた起点言語の文書を対象言語に訳すことより

もはるかに広いタスクが定義されている。また、翻訳

プロセスにおける「足場」を導入しており、利用者は

いくつかの意思決定においてその制約に従うことを求

められる。（日本の文脈でしばしば行われてきたよう

な）狭義の翻訳教育との間にはかなりのギャップがあ

るため、実利用に向けては単なるマニュアルの整備の

ほかに、以下のような準備が必要となる。

• ワークフローの類型をいくつか定め、それに従っ
た使い方のガイドを作成すること。とりわけ日本

の文脈では、少なからぬ場合、利用初期には翻訳・

修正・レビューと用語集構築程度をタスクとした

利用が行われると予想される。このようなミニマ

ムワークフローを含め、いくつかの定型的ワーク

フローを選択できるようにしておくことが重要で

ある。

• 訳文修正における誤りカテゴリの例と修正例の作
成。表 2のカテゴリは、既にMeLLangeプロジェ
クトで評価されたものに基づいているが (Secară,
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図 2. QReditでの訳文修正プロセス

2005)、運用にあたっては参照できる実例が必要
となる。

これらの他に、インタフェースの多言語化、試験公開

利用にあたっての権利関係の整備などを現在検討して

いるところである。

6 おわりに

「翻訳教育用みんなの翻訳」（MNH-TT）の基本的
な考え方、機能と実装、公開に向けた要件について簡

単に紹介した。発表ではシステムのデモも行う。

MNH-TTは 2014年 3月までに試験公開する予定で
あり、公開後、複数の大学で実証試験を開始し、翻訳

知アーカイヴの構築を進めるとともに、システムにつ

いてフィードバックを得てシステムの改善を進める予

定である。
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